
災害を正しく恐れる 

                              校長 鈴木 玲 

先月は５日に石川県で起きた震度６強の地震を皮切りに、青森、千葉、北海道、鹿児島と震度４以上の

地震が相次いで発生しました。地震が頻発したこの時期にはテレビや新聞で連日報道され、専門家たちは

日本列島周辺が地震の活動期にあると述べつつも、それぞれの地震に関連性はないであろうという見解も

示していました。関連性をもたない根拠として、震源とするプレート（岩盤）の違いがあります。日本の

周辺には太平洋プレート、北米プレート、フィリピン海プレート、ユーラシアプレートという４つのプレ

ートが存在し、テレビ番組内で解説に用いたその図を見ると日本が地震の危険に囲まれていることを改め

て思い知らされます。そして、恐ろしいことに、どの解説者も今後３０年以内に７０～８０％の確率で大

地震が起きると話しています。ちなみに、大正１２年には神奈川県の相模湾北西部を震源とした関東大震

災が発生しました。西暦でいえば１９２３年、つまり今からちょうど１００年前のことです。 

地震に限らず、台風などで芝川が氾濫した場合、本校は決して安全な場所とは言えません。過剰に恐れ

る必要はありませんが、現実問題として起こり得る危険は想定しておく必要があります。東日本大震災で

は多くの帰宅困難者も生まれました。電話やメールでの連絡が絶たれ、情報が入りづらい状況下で保護者

が帰宅できず、家に小中学生が一人で孤立する可能性すらあります。校内や学校周辺において、生徒や教

職員はもちろん保護者や地域の方々が、万が一の時にその場でどのような判断を下し、どのような行動を

とるべきか、しっかりと考えておかなければなりません。自分で自分の命を守る「自助」とともに、中学

生ともなれば周りの人たちのことを気遣い、協力し合う場で発揮する「共助」の力も求められます。 

５月の中間試験後には全校で校内の避難経路の確認をしました。来月、７月３日（月）には在家小学校

と連携して災害時の引き取り訓練を行います。今こそ、災害時の備えについて再確認し、落ち着いて正し

い行動がとれるように整えておきましょう。災害は正しく恐れ、正しく行動できることが大切なのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

  

   在家中だより                     No.４５５  令和５年６月１日(木) 
 

 川 口 市 立 在 家 中 学 校  川口市大字安行領在家２７２番地 
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   URL  http://www.sch.kawaguchi.saitama.jp/zaike-j/ 

 

・心身ともにたくましい生徒 
・自ら進んで学ぶ生徒  
・豊かな情操を培う生徒  

川口市防災ハンドブック「防災本」は、 

川口市役所本庁舎、各支所、川口駅前行政

センター、公民館、危機管理課（第一本庁

舎5階）、消防局、南・北消防署にて配布

しているほか、川口市のホームページから

もご覧いただけます。 川口市防災ハンドブック「防災本」より抜粋 


